
【技術文書を書く面白さを知る（技術文書を工夫して書く）（その１）】 

 

１．好きこそものの上手なれ 

「好きこそものの上手なれ」ということわざがあります。「人は自分が好きなことなら進んで

工夫したり努力したりするから上達が早く，おのずと技術も向上する」というような意味です。

ロサンゼルス・ドジャースの大谷選手は野球が大好きで野球にストイックに取り組むことから

大リーグで大活躍ができるのだと思います。まさに，大谷選手は「好きこそものの上手なれ」

を証明したような選手です。 

 

２.技術文書を書くことが面白い 

会社員だった頃「仕事が面白い」と言っていた同僚がいました。仕事に積極的に取り組んで

いたし「技術を上達させよう」という意識は高かったです。技術レベルも高かったし技術士も

持っていました。「面白い」と思って仕事に取り組めば技術力は自然とレベルアップします。ま

さに，「好きこそものの上手なれ」です。 

「技術文書を書くことが面白い」と思って技術文書を書く方はほとんどいないと思います。

「面白い」と思う理由がないからです。「仕事だからメールを書く」，「仕事だから業務報告書を

書く」などのような意識で技術文書を書いていると思います。つまり，技術文書を書くことが

単なる作業になっています。 

技術文書を書くことについても，「好きこそものの上手なれ」ということわざの考え方を取り

入れることで技術文書を書くことが面白くなります。「メール，会議の資料あるいは業務報告書

などの様々な技術文書を書くことが面白い」と思えるようになると変わることがあります。そ

れは，技術文書を工夫して書くようになることです。 

例えば，「メールを書く」という行為も「メールを工夫して書こう」という意識になります。 

 

以 上 


